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平成２７年度 石狩市浄配水場運転管理等業務委託 

運転管理業務 総合評価 
 

 評 価 項 目 得点（又は評価） 

１． 『月間業務評価』（100 点満点） 84.8 

２． 『品質評価（業務内容）』（100 点満点） 86.4 

３． 『業務改善提案』（加算点 10 点満点） 7 

合   計（210 点満点） 178.2 

評価点（合計を 100 点満点に換算した点数）※１ 84 

４． 『総合評価』（ランク表示） ＡＡＡ 

〔所 見〕 

１. ３年契約の最終年度である。旧石狩地域において、石狩西部広域水道企業団よ

り安定した用水（浄水）の供給を受け、各配水場とも適切に管理されていた。 

２. 花川北配水場で行われていた電気設備更新工事においては、夜間の電気設備試

験運転に伴う給水区域変更などの更新工事補助業務を適切に対応していた。 

３. 配水池清掃業務については、発足配水池清掃にて、受水管、配水管、配水池連通

管の腐食による異常を発見し応急措置を実施したことにより、発足地区への給水

の影響は無かった。 

    また、他施設についても清掃状況、配管の腐食状況等写真を適切に撮っており、

今後の施設更新計画に役立つ物となった。 

４. 厚田区、浜益区の漏水調査の補助業務及び漏水事故などの緊急対応も適切に実

  施していた。 

５. 品質管理については、運転管理の要求水準に対して達成している。 

６. 業務改善提案については、施設の維持管理向上に関する内容となっている。 

７. 市との連携体制のなかで、安全で安心できる水道水の供給を行ってきたことを

高く評価する。 

 

 

 

 

※１ 評価点は合計を 100 点満点に換算するため、その合計を 2.1 で割って、小数点以下を切り捨てて算

出しています。 



平成２７年度　『月間業務評価』 別紙 １－１

年間評価判定（月間業務評価のとりまとめ）　

月間業務評価結果

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

85.3 84.7 84.7 84.7 84.7 84.7

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

86.0 85.3 85.3 84.7 84.0 84.0 84.8
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石狩市浄配水場運転管理等業務委託　月間業務評価　取りまとめ表

評価点　　優 5 月間業務の評価は、水道施設課長、担当主査、担当係員
評価点　　良 4 の３名で行い、評価結果の表示は、その３名をランダムに
評価点　　可 3 監督員A、B、Cに置き換える。
評価点　　不可 0

評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数

１．運転監視業務 良 4 優 5 良 4 優 5 良 4 良 4

２．電気及び機械の保全業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

３．巡回監視業務 良 4 優 5 良 4 良 4 良 4 良 4

４．水質管理業務 優 5 優 5 優 5 良 4 良 4 良 4

５．修繕・改修業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

６．調達業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

７．維持管理業務 優 5 良 4 良 4 優 5 優 5 優 5

８．受配水量管理業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

９．緊急時対応 良 4 良 4 良 4 優 5 優 5 優 5

１０．その他業務 優 5 良 4 優 5 良 4 良 4 良 4

43 43 42 43 42 42
（A） （B） （C） （A） （B） （C）

月間業務　評価点　
＝（（A）＋（B）＋（C））÷３×２

評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数

１．運転監視業務 良 4 良 4 良 4 優 5 良 4 良 4

２．電気及び機械の保全業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

３．巡回監視業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

４．水質管理業務 優 5 優 5 優 5 優 5 優 5 優 5

５．修繕・改修業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

６．調達業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

７．維持管理業務 優 5 優 5 優 5 良 4 優 5 良 4

８．給水区域変更業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

９．緊急時対応 優 5 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

１０．その他業務 良 4 良 4 良 4 優 5 良 4 優 5

43 42 42 43 42 42
（A） （B） （C） （A） （B） （C）

月間業務　評価点　
＝（（A）＋（B）＋（C））÷３×２

84.7

４月

監督員C

監督員B

５月
監督員A

84.7

６月

監督員B

監督員A 監督員B

監督員C

合計

７月
監督員A 監督員B 監督員C

別紙 １－２

合計

85.3

監督員C

84.7

監督員A
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石狩市浄配水場運転管理等業務委託　月間業務評価　取りまとめ表

評価点　　優 5 月間業務の評価は、水道施設課長、担当主査、担当係員
評価点　　良 4 の３名で行い、評価結果の表示は、その３名をランダムに
評価点　　可 3 監督員A、B、Cに置き換える。
評価点　　不可 0

評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数

１．運転監視業務 優 5 優 5 良 4 優 5 優 5 良 4

２．電気及び機械の保全業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

３．巡回監視業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

４．水質管理業務 良 4 良 4 良 4 優 5 良 4 優 5

５．修繕・改修業務 良 4 良 4 良 4 良 4 優 5 良 4

６．調達業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

７．維持管理業務 優 5 優 5 優 5 良 4 良 4 良 4

８．給水区域変更業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

９．緊急時対応 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

１０．その他業務 優 5 良 4 優 5 優 5 良 4 優 5

43 42 42 43 42 42
（A） （B） （C） （A） （B） （C）

月間業務　評価点　
＝（（A）＋（B）＋（C））÷３×２

評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数

１．運転監視業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

２．電気及び機械の保全業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

３．巡回監視業務 良 4 優 5 良 4 良 4 良 4 良 4

４．水質管理業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

５．修繕・改修業務 良 4 良 4 良 4 良 4 優 5 良 4

６．調達業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

７．維持管理業務 優 5 優 5 優 5 優 5 優 5 優 5

８．給水区域変更業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

９．緊急時対応 優 5 優 5 優 5 優 5 優 5 良 4

１０．その他業務 優 5 良 4 優 5 優 5 良 4 優 5

43 43 43 43 43 42
（A） （B） （C） （A） （B） （C）

月間業務　評価点　
＝（（A）＋（B）＋（C））÷３×２

86.0

監督員C

85.3

10月 11月

監督員B 監督員C

別紙 １－３

監督員B

84.7

監督員A

84.7

監督員A

合計

８月

監督員A 監督員B

９月

監督員B 監督員C 監督員C監督員A

合計
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石狩市浄配水場運転管理等業務委託　月間業務評価　取りまとめ表

評価点　　優 5 月間業務の評価は、水道施設課長、担当主査、担当係員
評価点　　良 4 の３名で行い、評価結果の表示は、その３名をランダムに
評価点　　可 3 監督員A、B、Cに置き換える。
評価点　　不可 0

評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数

１．運転監視業務 優 5 良 4 良 4 優 5 良 4 良 4

２．電気及び機械の保全業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

３．巡回監視業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

４．水質管理業務 良 4 優 5 良 4 良 4 良 4 良 4

５．修繕・改修業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

６．調達業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

７．維持管理業務 良 4 良 4 良 4 優 5 優 5 優 5

８．給水区域変更業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

９．緊急時対応 優 5 優 5 優 5 優 5 優 5 優 5

１０．その他業務 優 5 優 5 優 5 良 4 良 4 良 4

43 43 42 43 42 42
（A） （B） （C） （A） （B） （C）

月間業務　評価点　
＝（（A）＋（B）＋（C））÷３×２

評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数

１．運転監視業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

２．電気及び機械の保全業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

３．巡回監視業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

４．水質管理業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

５．修繕・改修業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

６．調達業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

７．維持管理業務 優 5 優 5 優 5 優 5 優 5 優 5

８．給水区域変更業務 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

９．緊急時対応 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4 良 4

１０．その他業務 優 5 優 5 優 5 優 5 優 5 優 5

42 42 42 42 42 42
（A） （B） （C） （A） （B） （C）

月間業務　評価点　
＝（（A）＋（B）＋（C））÷３×２

84.0

12月

監督員C

監督員B

１月
監督員A

84.0

２月

監督員B

監督員A 監督員B

監督員C

合計

３月
監督員A 監督員B 監督員C

別紙 １－４

合計

85.3

監督員C

84.7

監督員A
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平成26年8月6日改定

　『　品質　（業務内容）　』　評価点

別紙　２－１

平　成　２７　年　度　以　降　【　品　質　評　価　結　果　表　】

　　　　　　　　　　　　得 　 点　　合　　計　　　　　　　　　　　　　

石狩市浄配水場運転管理等業務委託モニタリング要領【品質（業務内容）】

337

得点を１００点満点に換算するため得点を3.90※2で割って評価点を算出します

86.4

※2　７８項目内で、各評価点数は５点あり最高合計得点は390点となる。
　　　これを１００点満点に換算するため3.90で除算している。
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(1)運営業務 別紙　２－２

概念 配点 5 4 3 2 1 0
評価
数値

得点

1 【総括責任者もしくは副総括責任者の新港中央配水場・厚田浄水場常駐率 (％)】 どちらかの常駐日数/年間勤務日数（243日）×100 ％ 100
100未

満
100 5

2 【乙の責めによる法定基準値以下水の送水時間（時間） 】 濁度・色度・残塩・臭気・味いずれかまたは重複した異常水の送水時間 時間 0 1 2 3 4 5 0 5

3 【施設の事故件数（件）】 乙の責めによる取水井・浄・配水場施設の事故件数 件 0 1 0 5

4 【事故時配水量率 (％)】 乙の責めによる事故時配水量/一日平均配水量×100 ％ 0 1 2 3 4 5 0 5

5 運営業務に係る事務 【年間、月間業務計画書及び業務報告書の提出】 契約書類等に基づく業務計画書及び業務報告書の提出 実施
未実
施

実施 5

(2)運転管理業務

概念 配点 5 4 3 2 1 0
評価
数値

得点

6 運転管理 【石狩西部広域水道企業団　受水率 (％)　新港中央・花川北】 27年度予算受水量15,498ｍ3/日/平均受水量/日×100 ％
100以

内
100以

上
100以

内 5

7 【連絡の不備及び遅延などによる運転管理への支障件数（件）】 乙の責めによる連絡の不備及び遅延などによる運転管理への支障件数 件 0 1 2 3 4
５件
以上 0 5

8 【新港中央配水場：日平均水質要求水準（配水残塩0.3mg/l～1.0mg/l）達成率（％）】 配水残塩の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

9 【新港中央配水場：日平均水質要求水準（配水圧力0.38Mpa～0.45Mpa）達成率（％）】 配水圧力の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

10 【新港中央配水場：維持管理水位〔配水池水位2.50m以上〕維持率（％）】 配水池水位の維持管理水位達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 99 5

11 【花川北配水場：日平均水質要求水準〔配水残塩0.3mg/l～1.0mg/l〕達成率（％）】 配水残塩の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

12 【花川北配水場：日平均水質要求水準〔配水圧力0.37Mpa～0.47Mpa〕達成率（％）】 配水圧力の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

13 【花川北配水場：維持管理水位〔配水池水位3.50m以上〕維持率（％）】 配水池水位の維持管理水位達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 99 5

14 【八幡配水場：日平均水質要求水準〔配水残塩0.3mg/l～0.8mg/l〕達成率（％）】 配水残塩の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

15 【八幡配水場：日平均水質要求水準〔配水圧力0.35Mpa～0.45Mpa〕達成率（％）】 配水圧力の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 99 0

16 【八幡配水場：維持管理水位〔配水池水位2.50m以上〕維持率（％）】 配水池水位の維持管理水位達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

17 【高岡配水場：日平均水質要求水準〔配水残塩0.3mg/l～0.8mg/l〕達成率（％）】 配水残塩の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 0

18 【高岡配水場：日平均水質要求水準〔配水圧力0.45mg/l～0.55mg/l〕達成率（％）】 配水圧力の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

19 【高岡配水場：維持管理水位〔配水池水位1.70m以上〕維持率（％）】 配水池水位の維持管理水位達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

20 【生振配水場：日平均水質要求水準〔配水残塩0.3mg/l～0.8mg/l〕達成率（％）】 配水残塩の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

21 【生振配水場：日平均水質要求水準〔配水圧力0.35Mpa～0.45Mpa〕達成率（％）】 配水圧力の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

22 【生振配水場：維持管理水位〔配水池水位1.30m以上〕維持率（％）】 配水池水位の維持管理水位達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

23 【厚田浄水場：日平均水質要求水準〔配水残塩0.3mg/l～0.8mg/l〕達成率（％）】 配水残塩の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

24
【厚田浄水場：維持管理水位〔配水池水位2.00m以上〕達成率（％）】
(※漏水等の影響による発生は除外)

配水池水位の維持管理水位達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

25 【浜益浄水場：日平均水質要求水準〔配水残塩0.3mg/l～0.8mg/l〕達成率（％）】 配水残塩の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

業務指標

施設の管理

業務指標

危機管理
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(2)運転管理業務 別紙　２－３

概念 配点 5 4 3 2 1 0
評価
数値

得点

26
【浜益浄水場：維持管理水位（配水池水位1.48m以上)維持率（％）】
(※漏水等の影響による発生は除外)

配水池水位の維持管理水位達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

27 【実田浄水場：日平均水質要求水準〔配水残塩0.3mg/l～0.8mg/l〕達成率（％）】 配水残塩の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

28
【実田浄水場：維持管理水位（配水池水位1.00m以上）維持率（％）】
(※漏水等の影響による発生は除外)

水利権の95％以内での運用達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

29 【濃昼浄水場：日平均水質要求水準〔配水残塩0.3mg/l～0.8mg/l〕達成率（％）】 配水残塩の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

30 【濃昼浄水場：日平均水質要求水準〔配水圧力0.2Mpa～0.4Mpa〕達成率（％）】 配水圧力の要求水準達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

31 【濃昼浄水場：維持管理水位〔配水池水位2.00m以上〕維持率（％）】 配水池水位の維持管理水位達成日数/年間稼働日数×100 ％ 100 99 100 5

32 【給水末端部での水質検査実施率（％）】 水質検査実施回数/年間水質試験必要回数（366日/年）×100 ％ 100 99 100 5

33 【法定水質試験実施率（％）】 法定水質試験実施回数／年間法定水質試験必要回数Ｘ100 ％ 100 99 100 5

34 【乙の責めによる取水不足数 (日)】
年間取水不足日数（乙の管理に原因があり、取水不足になったと判断される日
数）

日 0 5 10 15 20 25 0 5

35 【乙の責めによる給水制限数 (日)】 年間給水制限日数（乙の管理に原因があり、給水制限したと判断される日数） 日 0 1 2 3 4 5 0 5

36 【乙の責めによる受水量超過数 (日)】
年間受水量超過日数（乙の管理に原因があり、受水量が超過したと判断される日
数）

日 0 5 10 15 20 25 0 5

37 【調達遅れによる薬品備蓄不足率 (％)】 調達不足による緊急対応日数/年間施設稼働日数×100 ％ 0 1 0 5

38 【試薬品備蓄不足による検査不可率(％)】 不可日数/年間検査日数×100 ％ 0 1 0 5

39 【調達薬品の指定規格書提出】 適合規格入荷回数/年間入荷回数×100 ％ 実施
未実
施

未実
施

0

40 通信の管理 【発見、修理依頼遅延によるテレメーター、電話回線通信不能日数（日）】 通信不能日数/年 日 0 5 10 15 20 25 0 5

41 バイオアッセイの管理 【厚田・浜益・実田浄水場　調達不足による監視不能日数（日）】 調達不足による緊急対応日数/年間施設稼働日数×100 ％ 0 1 0 5

42 【甲が実施した改良工事の補助業務依頼における対応率（％）】 補助実施回数／甲が実施した改良工事件数×100 ％ 100 90 80 70 60 50 100 5

43 【甲が実施した修繕工事の補助業務依頼における対応率（％）】 補助実施回数／甲が実施した修繕工事件数×100 ％ 100 90 80 70 60 50 100 5

44
緊急時の対応
停電、故障、漏水対応等も含む

【緊急対応率（％）】 緊急対応回数/緊急事態発生回数/年×100 ％ 100 99 100 5

45 【乙の責による苦情対応率（％）】 乙の責による苦情件数/苦情対応件数/年×100 ％ 100 99 100 5

46 【見学者対応率（％）】 見学者対応件数/見学依頼回数/年×100 ％ 100 99 100 5

業務指標

苦情初期対応、見学者対応

水量、給水圧管理

資本的支出、収益的支出に係わ
る工事の施工補助
甲が実施する改善、修繕工事の
補助業務

薬品、試薬の調達
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(3)保全管理業務 別紙　２－４

概念 配点 5 4 3 2 1 0
評価
数値

得点

47 施設の保守点検等業務 【設備点検実施率 (％)】
電気・計装・機械設備等の実施点検回数
　　　　　　　　　/電気・計装・機械設備の計画点検回数)/年×100

％ 100 99 100 5

48 【浄水場停止事故発生件数 (件)】 乙の責による年間の浄水場停止事故件数 件 0 1 0 5

49 修繕計画作成 【修繕計画の作成】 要求水準書に基づく修繕計画の作成の実施 実施
未実
施

実施 5

50 自家用電気工作物保安点検 【関係法令に定める点検の実施率（％）】 実施回数/年間計画回数×100 ％ 100 99 100 5

51 消防設備点検業務施設 【関係法令に定める点検の実施率（％）】 実施回数/年間計画回数×100 ％ 100 99 100 5

52
浄水汚泥処理業務の補助業務
（取水井）

【汚泥処理業務の補助実施率（％）】 補助実施回数／年間業務実施回数×100 ％ 100 90 80 70 60 50 100 0

53
保安業務（巡視、点検も含む）
（施設の施錠、警備装置の操作、場内
外の見回り）

【点検見落としによる事故件数（件）】 事故発生件数/年 件 0 1 0 5

54 取扱説明書および鍵の管理業務 【顧客貸出品管理状況（％）】 紛失・破損点数/顧客貸出品（管理台帳記載点数）/100/年 ％ 100 99 100 5

55
小規模修繕業務 　（乙の行う実施
状況：20万円以下の小規模修繕）

【小修繕未実施による機能低下件数（件）】
乙の責による小修繕未実施により機能停止した機器件数
※施設機能不全に影響しないこと

件 0 1 2 3 4 5 0 5

56
【ユーザーまたは委託者からの苦情件数（回）】
構造物及び建築物の清掃業務

苦情件数回/年 回 0 1 2 3 4 5 0 5

57
【業務に起因した事故発生件数（回）】
配水池等の清掃

事故発生件数/年 回 0 1 1 0

58
【業務に起因した事故発生件数（回）】
緩速ろ過池での損失水頭過大によるろ過不能（大雨等による過大な負荷時は除く）

事故発生件数/年 回 0 1 0 5

59 除草及び植栽管理業務 【ユーザーまたは委託者からの苦情件数（回）】 苦情件数回/年 回 0 1 2 3 4 5 0 5

60 環境衛生管理業務 【ユーザーまたは委託者からの苦情件数（回）】 苦情件数回/年 回 0 1 2 3 4 5 0 5

61 水質計器校正、点検整備業務 【業務に起因した事故発生件数（回）】 事故発生件数/年 回 0 1 0 5

62 【月業務報告率（％）】 報告回数/12回/年 ％ 100 99 100 5

63 【日報『業務日誌（配水量）』報告率（％）】 報告回数/242回/年×100 ％ 100 99 99 0

施設の維持管理

業務指標

運転管理データの記録、報告、保存
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（4）その他 別紙　２－５

概念 配点 5 4 3 2 1 0
評価
数値

得点

64 【教育研修の実施率(％)】 当年度に実施した研修回数/当年度計画研修回数 ％ 100 75 50 30 15 0 75 4

65 【労務災害発生率 (％)】 労務災害被災延人数/社員数×100 ％ 0 12.5 0 5

労働損失日数/延労働時間数×1000 ― 0 0.22 0.43 0.87 1.3 2.16 0

※労働損失日数：累計休業日数×300/365 休業日数 0 4 8 16 24 40 0

※延労働時間数：7.75/日×245（年間稼動日数）×社員数（現場8名） 15190 0.00 3.29 6.58 13.15 19.73 32.88 0.00

67 【マニュアルの作成状況率（％）】
作成されたマニュアル数
　　　　　　　　/顧客要求または提案によるマニュアル数/年×100

％ 100 90 80 70 60 50 100 0

68 【本業務委託において有益となる資格取得の推進率（％）】 社員が取得している資格数/全社員数（現場社員）/年×100 ％ 100 80 60 40 20 0 100 5

69 提案案件の取り組み 【薬品・消耗品の管理計画の実施】 実施の有無 実施 未実施 実施 5

70 【次亜保管期間に配慮した管理：有効塩素濃度の確保率（％）】
納品から20日以上経過した次亜（m3）/年間次亜納品量（m3）×100
※室温または外気温30℃以下

％ 0 0.004 0.008 0.012 0.016 0.020 0.02 0

71 【省エネＶベルトの導入率（％）】 省エネＶベルト使用機器/Ｖベルト使用全機器数/年×100 ％ 100 75 50 30 15 0 0 0

72 【蛍光灯リサイクル率（％）】 リサイクル対応蛍光灯数/全交換蛍光灯数/年×100 ％ 100 75 50 30 15 0 0 0

73 【設備管理台帳導入率（％）】 設備台帳入力機器点数/保全対象全機器点数/年×100 ％ 100 75 50 30 15 0 100 5

74 【サーモラベル接触温度計の導入率（％）】 接触温度計の導入数/提案計画導入数/年×100 ％ 100 75 50 25 10 0 100 5

75 【機械設備振動測定の実施率（％）】 振動測定実施全回数/計画振動測定全回数/年×100 ％ 100 90 80 70 60 50 100 5

76 【バッテリー設備機能診断の実施率（％）】 設備機能診断実施バッテリー個数/診断対象バッテリー個数/年×100 ％ 100 90 80 70 60 50 100 5

77 【地域活動・イベント参加件数（件）】 地域活動・イベント参加件数/年 件 5 4 3 2 1 0 4 4

78 【地元企業活用率（％）】 小修繕・法定点検　地元発注件数/小修繕・法定点検全件数/年×100 ％ 100 90 80 70 60 50 80 4

337

技術レベル向上の取組
5【労働災害強度率（％）】66

業務指標

得点計
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別紙３－１ 
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 平成２７年度 業務改善提案評価 

 

 

（１）業務改善提案評価結果表 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 提出された提案すべてを含めて評価し、評価点と評価の根拠を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

評  価  点  ７ 
業務提案の内容は、各配水場施設を把握した内容である。今回の提案は成果が

見込めると判断し、採用したことから業務提案内容の評価点を４点とし、それ

に業務提案加算点３点を加えて『業務改善提案』点数を７点とする。 



別紙３－２ 
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（２）（業務改善提案の評価点） 

 業務改善提案の内容を検討し、その良否によって評価点を加算する。 

 評価基準は以下の表のとおり。 

 

    【業務改善提案評価基準】 

評価基準 点数 

水道施設課において提案内容を検討した結果、その内容が大変すぐれ

ており、採用した場合、かなりの成果が見込めると判断した 

（着眼点、改善手法、効果など） 

７ 

水道施設課において提案内容を検討した結果、その内容がすぐれてお

り、採用した場合、成果が見込めると判断した 

（着眼点、改善手法、効果など） 

４ 

水道施設課において、提案内容を検討した結果、目立った成果が得ら

れるか疑問であると判断した 
０ 

 

 

 第三者委託受託者より業務改善の提案が提出された場合、それを評価して、評価点を以下のとおり加算する。 

 

業務提案加算点 
乙から甲へ業務内容の改善を目的とした提案が複数 

提出されたときに、総合評価の点数に加算される点数

点数 

３ 
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別紙３－３ 

『 業務改善提案表 』 

石狩市浄配水場等運転管理業務委託において、提出された業務改善の提案について、その内容を評価し点数化する。 

提出年

度 

提案事項 提案内容（概略） 提案採用

の判断 

提案採用判断の理由 提案事項 

の実施状況 

提案実施 

の効果 

Ｈ27 

①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレスコープ及び場内

埋設管、仕切弁修繕（濃

昼浄水場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）濃昼浄水場は、建設されてから約４

０年が経過しますが、テレスコープ及び

場内埋設管、仕切弁等は現在まで一度も

整備修繕、更新を実施しておらず、特に

テレスコープ可動管部分からの浸入水は

年々増量している状況で、何時故障して

もおかしくない状態と成っています。 

以上の理由から、テレスコープの修繕

及び場内埋設管、仕切弁等の調査を提案

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採 用 す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）テレスコープの設置年度は１９７

５年で既に４０年経過し、かなり劣化

していることは把握しています。 

現在、市水道施設課において、次期更

新計画を策定中であり平成３０年～

平成３１年予定の中で、ろ過方式を含

め浄水場更新を検討してまいります。

その間、テレスコープについては侵入

水部分の修繕、また、埋設管や仕切弁

等に異常が発生した場合は緊急修繕

で対応してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次期更新計

画を策定中

であり平成

３０年～平

成３１年予

定の中で、ろ

過方式を含

め浄水場更

新を検討し

てまいりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

危機管理及

び老朽化対

策。 
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②  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろ過方式の変更（濃昼

浄水場） 

 

１）濃昼浄水場は、建設されてから約４

０年が経過し、提案１の通り今後も相当

額の修繕費が必要と考えられますことか

ら、現在の濃昼給水区域の需要に適応し

た浄水処理方法（ダウンサイジング）を

検討することを提案いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採 用 す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、市水道施設課において、次期更

新計画を策定中であり平成３０年～

平成３１年予定の中で、ろ過方式を含

め浄水場更新を検討してまいります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次期更新計

画を策定中

であり平成

３０年～平

成３１年予

定の中で、ろ

過方式を含

め浄水場更

新を検討し

てまいりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危機管理及

び老朽化対

策。 
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③  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新港中央監視システム

統一化案（厚田浄水場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）昨年度の提案による回答で平成２７

年度に調査を実施し、平成２８年度以降

に方向付けすることになっていますが、

重要性の高さから再度提案いたします。

 厚田・浜益の監視システムは、平成２

１年度運用開始から既に耐用年数の５年

を超過していますが、監視システムが故

障した際にはデータ収集が停止し、監視

（Ｗｅｂ監視含む）及び異常警報通報等

が不能となることから重大な問題となり

ます。 

また、新港中央配水場と厚田浄水場の

両方に監視システムが存在することでデ

ータが二重管理となっていることも問題

となっています。 

以上の理由から、厚田・浜益の監視シ

ステム（サーバー）を廃止し、故障時の

リスク回避を図るため「監視システム一

元化（統一）」を再度提案します。 

 尚、厚田浄水場の監視装置を廃止する

にあたり、新港中央配水場と同様な操作

用末端を１台設置することで、現在の厚

田浄水場と同じ制御操作が可能となり、

データの一元管理を行うため帳票データ

採 用 す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）昨年度回答で平成２７年度に調査

と問題解決の検討、平成２８年度以降

に方向付けをしたいと成っています。

現在、策定中の次期更新計画、平成

３２年～３３年予定、中央監視設備更

新工事に合せ実施したい。 

新港中央配水場の監視システムロ

ガーと厚田浄水場の監視システムロ

ガーの統一を図りデータの二重管理

の解消を計ります。 

 その間に監視システムが故障した

際には緊急修繕等で対応してまいり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次期更新計

画に合せ実

施する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危機管理の

向上。 
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④  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧ポンプ場上屋屋根塗

装修繕及び外壁塗装修

繕（花川北配水場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正・自動印刷及び警報通報先設定につ

いては新港中央配水場のみで行うことと

します。 

 また、２０２５年度までに順次、現在

使用しているＡＤＳＬ回線が廃止される

ことから、厚田浄水場ＡＤＳＬ回線も本

修繕に合わせ光回線への切替えることを

提案いたします。 

 

 

 

１）花川北配水場旧ポンプ場上屋屋根が

非常に傷んでおり、トタンは塗装が剥げ、

錆が広範囲に発生し、いつ雨漏りが発生

するか分からない状態であることから、

上屋屋根塗装修繕を提案します。 

 また、外壁も同様に塗装部の老朽化が

進んでいることから、外壁塗装修繕を提

案いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採 用 す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）現況写真で確認すると非常に屋根

トタンが傷んでいることが把握でき

ましたので実施します。 

 外壁も同様に塗装部の老朽化が進

んでいることは承知していますが、次

年度以降に実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根の塗装

の提案は採

用する。（平

成２８年度

実施する） 

     

外壁の塗装

の提案は採

用する。（次

年度以降に

実施する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維持管理の

向上 
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⑤  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計装盤・送水ポンプ・

自家発電機更新修繕

（幌ポンプ場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既設ろ過池外壁塗装及

び落雪窓保護用板交換

修繕（浜益浄水場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）幌送水ポンプ場は、建設されてから

既に約４０年間経過しています。 

 過去には自家発電機更新修繕案を提案

していますが、現状の状況から制御盤、

送水ポンプ、次亜注入ポンプ、自家発電

機と全体的な更新の必要性が高いと考え

ることから、施設全体の更新修繕を提案

いたします。 

 

 

 

 

 

 

１）昨年度の業務提案により屋根の塗装

を実施していただきましたが、外壁と窓

に設置している落雪保護板の状態も劣悪

であることから、外壁を塗装して窓に透

明のポリカーボネートに交換することで

外観は美化され、施設内の採光も確保さ

れることから、既設ろ過池外壁塗装及び

落雪窓保護用板交換修繕を提案いたしま

す。 

 

 

採 用 す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採 用 す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）ポンプ設備、電気計装設備、共に

経年劣化が目立って来ています、ま

た、自家発電設備は既に壊れている状

況は把握しており、今後の市水道施設

課、次期更新計画の平成３０年～３１

年予定、幌送水ポンプ場更新工事に合

せ実施したい。 現存する機器の故障

に当っては当分の間、修繕等での対応

をお願いします。  

 

 

 

 

 

１）外壁と窓に設置している落雪保護

板の状態も劣悪であること、外壁の塗

装も相当傷んでいることより、平成２

８年度からの第三者業務委託を新規

に受注された企業において対応をお

願いします。  

 

 

 

 

 

平成３０年

～３１年予

定、幌送水ポ

ンプ場更新

工事に合せ

実施したい。

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年

度実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危機管理及

び老朽化対

策。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維持管理の

向上 
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⑦  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配水池監視システム・

監視用Ｗｅｂカメラ導

入案（濃昼浄水場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炭酸ガス注入装置設置

案（生振配水場） 

 

 

 

 

 

 

 

 尚、本業務については弊社職員での実

施により修繕費枠内で対応いたします。

 

１）濃昼浄水場は浄水場で唯一、現地で

の配水池水位を確認していますが、原水

の濁色度が上昇すると頻繁に取水を停止

しており、配水池の水位管理はとても困

難となっております。 

 以上の理由から廃止施設の投込み式水

位計の再利用によるコスト節減で監視シ

ステムを利用する方法とＦＯＭＡ回線と

Ｗｅｂカメラで水位計本体の指示値を確

認する、２案を提案いたします。 

 

 

 

１）現在、生振配水場末端水質自動測定

器の計測によると、ＰＨ値が５月頃から

徐々に上昇し６月末には水質基準の５．

８以上８．６以下の上限を逸脱する懸念

があったことから、末端排泥量を約９㎥/

ｈから約１２㎥/ｈへ増量の対応を行い

ました。 

今後、配水管の老朽化が進行すること

により、ＰＨ値はさらに上昇する可能性

 

 

 

採 用 す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採 用 す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配水池の水位の確認については、現地

確認のみでしか確認できない状況で

大変苦労していることは把握してい

るところです。 

よって、ＦＯＭＡ回線とＷｅｂカメ

ラで水位計本体の指示値を確認する

方法で実施いたします。 

 

 

 

 

 

 

水質基準内に維持するために必要な

措置を実施することにより、末端排泥

の水量を抑制する効果があり実施し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年

度に実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年

度に実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維持管理の

向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質管理の

向上 
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⑨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水源地取水スクリーン

堰提修繕（厚田浄水場

水源池） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が高いことから、低コストで抑制効果が

早い炭酸ガス注入装置設置を提案いたし

ます。 

１）現在、厚田浄水場水源池取水スクリ

ーンは丸太で作られていますが、スクリ

ーン下に砂が堆積しやすい構造となって

おります。 

 また、堰提の損傷が激しく鉄筋が出て

いる状態のため、強度的に不安定であり、

ゲリラ豪雨等による増水で堰提ごと破壊

されて取水不能となる可能性がありま

す。 

以上の理由から、水源地取水スクリー

ン堰提修繕または更新を提案いたしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採 用 す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水源の取水が出来なく成る事は避け

なければ厚田区全域が断水となる、重

要な施設だと理解しています。 

 現在策定中の次期更新計画平成３

２年～３３年予定又は３４年以降の

早い時期に実施したいと思います。 

その間、きめ細かな現状把握及び維

持管理をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施年度は

次期更新計

画による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危機管理及

び老朽化対

策。 
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⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フロキュレーター整備

及び更新案（厚田浄水

場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）現在、厚田浄水場には薬品攪拌用の

急速混和機（フラッシュミキサー）１台

とフロック形成用の緩速混和機（フロキ

ュレーター）３台の合計４台の攪拌機が

可動しています。 

 特にフロキュレーター１号・２号は１

９８８年に設置され、２７年間が経過し

ており、冬季になると始動時の負荷で停

止する現象が発生しています。その原因

として、減速機内部部品の磨耗や劣化、

攪拌機シャフトの歪みなどが考えられこ

とから整備又は更新を提案します。 

 また、２００１年設置のフラッシュミ

キサー及び２００２年設置のフロキュレ

ーター３号については、減速機内部部品

の修繕整備を提案いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

採 用 す

る。 

 

 

 

 

 

現在、厚田浄水場の機械設備等更新計

画を策定中であり、次期更新計画の平

成３０年度予定の中で取り込み実施

したいと考えています。その間に異常

が発生した場合は修繕等で対応して

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施年度は

次期更新計

画による 

 

 

 

 

 

危機管理及

び老朽化対

策。 

 

 

 



※平成２２年～平成２４年度までは旧石狩地区と厚田・浜益地区との平均により算出 総合評価

ランク

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
0

84.8 86.4

業務提案の評価品質評価月間業務評価

7

92.7 92.7

Ｂ

40

85.2

20

7
10

7

30

91.6

85

評価点数
（点）

100

90

50

87.4

88

ＡＡＡ

80

ＡＡ
70

Ａ
60 82.6 85.2 90.6

84

82.4 83.3

8

868586

7 7

これら３つの点数を
合計し、１００点満点に換

算します。

総 合

Ｈ２７ 評 価 結 果 表
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